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２
月
２８
日
、
政
府
の
地
方
分
権

改
革
推
進
委
員
会
（
丹
羽
宇
一
郎

委
員
長
）
に
麻
生
渡
・
全
国
知
事

会
会
長
が
出
席
し
、
国
の
地
方
支

分
部
局
の
見
直
し
に
関
し
て
意
見

を
述
べ
た
。

当
日
、
麻
生
会
長
は
「
二
重
行

政
を
解
消
し
、
行
財
政
の
簡
素
化

を
図
る
べ
き
」
「
（
二
重
行
政
の

解
消
は
）
国
の
負
担
を
軽
く
す
る

役
割
も
あ
る
。
内
政
関
係
を
地
方

へ
移
管
し
、
国
は
国
際
分
野
に
注

力
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、
効
率

的
な
行
財
政
体
制
へ
転
換
す
る
た

め
に
も
、
出
先
機
関
の
大
幅
な
整

理
が
必
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

ま
た
、
麻
生
会
長
は
「
（
各
省

庁
の
）
前
向
き
な
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
な
い
」
と
発
言
。
経
済
財
政
諮

問
会
議（
議
長
�
福
田
首
相
）で
、

改
め
て
二
重
行
政
の
解
消
に
向
け

た
意
見
を
福
田
首
相
へ
伝
え
る
意

向
を
示
す
と
と
も
に
、
改
革
実
現

に
は
首
相
の
指
導
力
の
発
揮
が
不

可
欠
と
の
認
識
を
示
し
た
。

麻
生
会
長
の
発
言
を
受
け
、
丹

羽
委
員
長
は
「
地
方
分
権
へ
の
想

い
を
共
有
で
き
て
、
非
常
に
心
強

い
限
り
」
と
答
え
、
地
方
六
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
分
権
改
革
の
推

進
に
向
け
、
邁
進
し
て
い
く
姿
勢

を
改
め
て
強
調
し
た
。

麻
生
会
長
が
行
っ
た
意
見
陳
述

は
、
２
月
８
日
に
知
事
会
が
ま
と

め
た
提
言
に
基
づ
く
も
の
。
地
方

六
団
体
は
１９
年
１０
月
１０
日
、
出
先

機
関
に
関
す
る
具
体

的
な
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
し
提
案
す
る

よ
う
、
分
権
委
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
た
。

出
先
機
関
の
見
直
し
は
、
主
と

し
て
行
政
の
執
行
体
制
に
係
わ
る

問
題
。
こ
の
た
め
分
権
委
の
求
め

に
応
じ
、
六
団
体
の
う
ち
執
行
三

団
体
（
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長

会
、
全
国
町
村
会
）
は
各
団
体
で

検
討
、
提
言
と
し
て
ま
と
め
た
。

分
権
委
か
ら
要
請
さ
れ
た
検
討

対
象
は
８
府
省
１７
出
先
機
関
に
及

ぶ
。
検
討
対
象
の
大
半
は
都
道
府

県
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
市
町
村

に
も
「
法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
」
所
管
の
「
登
記
」
「
戸
籍
」

等
の
民
事
行
政
事
務
に
対
す
る
判

断
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

民
事
行
政
事
務
に
つ
い
て
市
長

会
と
町
村
会
は
検
討
の
結
果
、
２

月
２５
日
に
ま
と
め
た
提
言
で
▽
市

町
村
（
広
域
連
携
含
む
）
に
移
譲

▽
全
て
の
業
務
を
引
き
続
き
国
が

実
施
―
―
の
両
論
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
更
な
る
検
討
が
必
要
」
と

の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
分
権
委
終
了
後
に
開
か

れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
丹

羽
分
権
委
員
長
や
麻
生
会
長
ら

は
、
国
と
地
方
の
二
重
行
政
解
消

の
必
要
性
を
強
調
し
た
う
え
で
、

地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
に
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
訴
え
た
。

会
議
に
出
席
し
た
福
田
首
相
は

「
精
力
的
に
審
議
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
、
地
方
出
先
機
関
改
革
の

全
体
像
を
示
し
て
欲
し
い
」
と
述

べ
、
分
権
委
の
取
り
組
み
を
見
守

っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
分
権
委

で
ま
と
め
る
出
先
機
関
改
革
の
基

本
方
針
を
「
骨
太
の
方
針
」
へ
盛

り
込
む
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

３
月
２４
日
か
ら

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
い
た
し
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
の
サ
イ
ト
で

は
、
こ
れ
ま
で
ニ

ュ
ー
ス
欄
で
一
括

提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
情
報
を
▽

ト
ピ
ッ
ク
ス
▽
お

知
ら
せ
▽
新
着
情

報
―
―
に
再
分
類

し
た
う
え
で
掲
載

し
、
必
要
な
情
報

に
分
か
り
易
く
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
、
画
面
構
成
を
整
理
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
「
地
方
行
政
」
「
社
会

文
教
」
「
国
会
対
策
」
等
の
各
委

員
会
を
は
じ
め
と
す
る
本
会
の
活

動
報
告
な
ど
に
つ
い
て
も
、
掲
載

す
る
順
番
を
新
着
情
報
順
に
改

め
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
画

面
上
に
表
示
す
る
文
字
の
サ
イ
ズ

に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の
好
み
に

応
じ
変
更
で
き
る
よ
う
改
め
、
視

認
性
の
向
上
に
も
配
慮
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
３
月
２４
日
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
当
た
り
、
３
月
２１
日
１８
時

か
ら
２３
日
に
か
け
、
本
会
サ
ー
バ

ー
の
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。
こ

の
た
め
工
事
期
間
中
は
、
本
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
ほ

か
、
本
会
に
宛
て
た
電
子
メ
ー
ル

も
お
送
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
一

時
的
に
ご
不
便
を
強
い
る
こ
と
と

な
り
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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国
の
支
分
部
局
見
直
し

首首
相相
のの
指指
導導
力力
不不
可可
欠欠

分
権
委
と
諮
問
会
議
で本本会会ウウェェブブササイイトト

リリニニュューーアアルル

３月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３５市
特例市 ４４市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

分
権
委
出
席
の
麻
生
会
長
（
右
）

左
か
ら
２
人
目
は
丹
羽
委
員
長

（１） 平成２０年３月５日 第１６８１号



全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
秋
山
正
・
倉
敷
市

議
会
議
長
）
は
２
月
２０
日
、
東
京

・
九
段
会
館
で
総
会
を
開
催
し

た
。
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
で
新
会
長
に
三
浦
由
紀
・
大
分

市
議
会
議
長
を
選
任
す
る
と
と
も

に
、
「
高
速
道
路
建
設
促
進
に
関

す
る
決
議
」
「
道
路
特
定
財
源
の

暫
定
税
率
維
持
を
求
め
る
緊
急
決

議
」
を
採
択
し
た
。

緊
急
決
議
は
現
在
動
向
が
注
目

さ
れ
て
い
る
道
路
特
定
財
源
に
つ

い
て
▽
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫

定
税
率
維
持
の
た
め
の
関
連
法
案

の
確
実
な
年
度
内
成
立
▽
道
路
特

定
財
源
制
度
の
堅
持
―
―
な
ど
を

求
め
た
も
の
。

会
議
終
了
後
、
役
員
ら
は
採
択

さ
れ
た
決
議
の
実
現
を
求
め
、
衛

藤
征
士
郎
・
高
速
道
路
建
設
推
進

議
員
連
盟
会
長
は
じ
め
、
今
村
雅

弘
・
同
議
員
連
盟
常
任
理
事
ら
に

面
談
、
要
望
し
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
金
子
一

義
・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連

盟
副
幹
事
長
、
菊
川
滋
・
国
土
交

通
省
道
路
局
官
房
審
議
官
に
よ
る

来
賓
あ
い
さ
つ
、
事
務
報
告
の

後
、
平
成
２０
年
度
の
運
動
方
針

や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

決
定
し
た
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
橋
力
・
久
留
米
市
議

会
議
長
）
は
２
月
２１
日
、
東
京
・

九
段
会
館
で
総
会
を
開
催
し
、
平

成
２０
年
度
の
運
動
方
針
や
予
算
な

ど
を
協
議
、
決
定
し
た
。

運
動
方
針
は
、
昨
年
８
月
に
同

協
議
会
が
加
盟
市
に
実
施
し
た
広

域
行
政
圏
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
も
と
に
作
成
。
指

摘
さ
れ
た
諸
課
題
を
解
決
し
、
今

後
の
広
域
行
政
圏
施
策
の
強
化
を

図
る
た
め
、
▽
平
成
の
大
合
併
を

踏
ま
え
た
広
域
行
政
圏
の
具
体
的

な
指
針
の
早
期
明
示
▽
新
た
な
広

域
行
政
機
構
の
構
築
及
び
財
政
支

援
措
置
の
拡
充
強
化
▽
地
域
活
性

化
事
業
の
拡
充
強
化
▽
地
域
再
生

関
連
対
策
の
拡
充
強
化
―
―
な
ど

を
目
標
に
掲
げ
た
。
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
、
２１
年
度
の
政
府
予

算
概
算
要
求
時
等
に
関
係
方
面
に

要
望
運
動
を
行
う
な
ど
と
し
た
。

当
日
は
総
務
省
自
治
行
政
局
の

江
畑
賢
治
・
市
町
村
課
長
が
「
地

方
分
権
と
広
域
行
政
圏
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
」
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

２
０
０
７
年
１２
月
の
ロ
シ
ア
下

院
選
で
与
党
「
統
一
ロ
シ
ア
」
が

圧
勝
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
プ
ー

チ
ン
政
権
下
で
進
ん
だ
経
済
成
長

へ
の
国
民
の
支
持
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
経
済
の
強
さ
を
支
え
て

い
る
の
は
、
豊
富
な
天
然
資
源
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
天
然
ガ
ス

埋
蔵
量
は
世
界
シ
ェ
ア
３０
パ
ー
セ

ン
ト
強
。
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
亜

鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
銅
な
ど
も
１

〜
２
位
の
埋
蔵
量
を
誇
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
育
て
た
中

央
集
権
的
な
軍
産
複
合
体
の
も

と
、
ロ
シ
ア
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
は
世
界
中
に
輸
出
を
進
め
外

貨
を
稼
い
で
き
た
。
い
ま
こ
う
し

て
巨
大
化
し
た
ロ
シ
ア
企
業
が
、

世
界
の
Ｍ
＆
Ａ（
企
業
の
合
併
・

買
収
）の
主
役
に
な
っ
て
い
る
。

鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
、
天
然
ガ
ス
の

独
占
企
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
さ
ら

に
日
本
の
大
手
メ
ー
カ
ー
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
を
含
む
と
見
ら
れ

る
。
通
貨
ル
ー
ブ
ル
の
実
力
が

高
ま
る
と
同
時
に
金
融
・
証
券
市

場
で
の
資
金
調
達
も
好
調
な
た

め
、
ロ
シ
ア
マ
ネ
ー
が
本
気
で
狙

い
を
定
め
れ
ば
欧
・
米
・
日
の
大

企
業
の
買
収
も
十
分
可
能
と
す
る

専
門
家
は
多
い
。

一
方
、
ロ
シ
ア
経
済
の
課
題

は
、
こ
う
し
た
天
然
資
源
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
輸
出
依
存
体
質
か
ら
の

転
換
で
あ
る
。
国
内
の
消
費
を
活

性
化
し
国
民
経
済
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

▼
議
長

▽
御
殿
場

大
橋
由
来
夫（
２
・
１５
）

▽
今
治

白
石
勝
好（
２
・
２０
）

▽
焼
津

松
本
修
藏（
２
・
２１
）

▽
指
宿

新
宮
領

進（
２
・
２１
）

▼
副
議
長

▽
御
殿
場

田
代
幸
雄（
２
・
１５
）

▽
今
治

堀
田
順
人（
２
・
２０
）

▽
焼
津

中
野
弘
道（
２
・
２１
）

▽
指
宿

森

時
徳（
２
・
２１
）

高速協

総
会
で
緊
急
決
議

新
会
長
に
三
浦
・
大
分
市
議
長

運運動動方方針針をを決決定定
広域協が総会開く

ロ
シ
ア
マ
ネ
ー

日
本
の
大
手
企
業
を
買
収
す
る
日
も
？

時の話題議

会

人

事

秋山会長（左）と金子・高速議連副幹事長（中央）

衛藤・高速議連会長（正面）に要望

三浦由紀・高速協
新会長（大分市）

総会であいさつする石橋会長

第１６８１号 平成２０年３月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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１
�
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に

つ
い
て

�
道
路
整
備
に
つ
い
て

平
成
２０
年
度
道
路
関
係
予
算
政

府
案
で
は
、
道
路
特
定
財
源
税
収

３
兆
２
９
７
９
億
円
に
対
し
、
道

路
整
備
費
２
兆
１
８
５
億
円
、
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
６
８
２

５
億
円
、
道
路
関
連
施
策
１
５
２

５
億
円
、
高
速
道
路
料
金
の
引
下

げ
・
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
増
設
等
１
５

１
７
億
円
、
地
方
へ
の
無
利
子
貸

付
１
０
０
０
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。主

要
事
業
で
は
、
国
際
競
争
力

の
確
保
と
し
て
、
高
規
格
幹
線
道

路
整
備
７
６
８
４
億
円
（
う
ち
高

速
自
動
車
国
道
の
新
直
轄
方
式
で

の
整
備
１
６
７
６
億
円
）
、
地
域

高
規
格
道
路
整
備
３
０
８
２
億

円
、
圏
央
道
な
ど
三
大
都
市
圏

環
状
道
路
の
整
備
２
２
０
３
億
円

が
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
の
確
保
と

し
て
、
交
通
事
故
対
策
、
通
学
路

の
歩
道
整
備
、
老
朽
化
へ
の
対
処

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
橋
梁
の
修
繕

等
を
推
進
す
る
ほ
か
、
既
存
高
速

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用

と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
本
格
導

入
支
援
事
業
を
創
設
。
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
本
格
導
入
に
取
り
組
む
地

方
公
共
団
体
に
対
し
総
合
的
な
支

援
が
実
施
さ
れ
る
。

道
路
整
備
の
財
源
と
な
る
道
路

特
定
財
源
に
つ
い
て
は
、
昨
年
１２

月
７
日
の
政
府
・
与
党
合
意
「
道

路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
を
踏
ま
え
、
�
揮
発
油
税
等

の
暫
定
税
率
の
１０
年
間
延
長
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
租
税
特
別
措
置
法

改
正
案
、
地
方
税
法
改
正
案
�
揮

発
油
税
等
の
使
途
を
道
路
整
備
に

限
定
し
た
道
路
整
備
費
財
源
特
例

法
改
正
案
―
―
な
ど
関
連
法
案
が

今
国
会
に
提
出
さ
れ
、
年
度
内
の

成
立
を
目
指
し
て
い
る
が
、
審
議

は
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
政
府
・
与
党
合
意
に
お

い
て
、
単
年
度
で
税
収
が
道
路
歳

出
を
上
回
る
場
合
は
差
額
を
一
般

財
源
と
し
て
活
用
す
る
と
定
め
て

お
り
、
こ
れ
を
受
け
平
成
２０
年
度

は
前
年
度
を
上
回
る
１
９
２
７
億

円
を
一
般
財
源
に
充
て
、
自
動
車

関
連
施
策
に
活
用
さ
れ
る
。

�
鉄
道
整
備
に
つ
い
て

整
備
新
幹
線
の
整
備
に
は
、
国

費
７
０
６
億
円（
前
年
度
同
額
）、

事
業
費
３
０
６
９
億
円
（
１６
・
４

％
増
）
を
計
上
。
平
成
１６
年
の
政

府
・
与
党
申
合
せ
に
基
づ
き
着
工

区
間
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
。

路
線
別
事
業
費
は
平
成
２７
年
度
末

の
完
成
を
目
指
す
新
青
森
・
函
館

間
に
１
７
８
億
円
を
充
て
る
ほ

か
、
八
戸
・
新
青
森
間
、
博
多
・

新
八
代
間
に
重
点
配
分
し
、
２２
年

度
末
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

地
方
鉄
道
に
対
し
て
は
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
鉄
道
活
性
化

支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
創
設
。
安
全

に
関
す
る
設
備
整
備
、
鉄
道
の
活

性
化
に
効
果
が
期
待
で
き
る
設
備

投
資
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
新

た
な
法
制
度
等
に
基
づ
き
自
治
体

と
鉄
道
事
業
者
等
が
連
携
し
て
実

施
す
る
地
域
の
意
欲
的
な
取
り
組

み
に
対
し
重
点
的
な
支
援
が
行
わ

れ
る
。

�
空
港
・
港
湾
整
備
に
つ
い
て

空
港
整
備
事
業
で
は
、
大
都
市

拠
点
空
港
及
び
一
般
空
港
等
の
整

備
の
ほ
か
、
航
空
に
お
け
る
安
全

・
安
心
の
確
保
と
し
て
航
空
保
安

対
策
、
空
港
の
耐
震
化
整
備
が
強

化
さ
れ
る
。

港
湾
整
備
で
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
港
湾
を
核
と
し
た
地

域
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
点
化

を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
港
湾
に
お
け
る
地
震
災

害
へ
の
対
応
力
強
化
を
重
点
事
業

に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
海
岸

事
業
で
は
、
緊
急
津
波
・
高
潮
対

策
に
加
え
、
老
朽
化
し
た
堤
防
や

護
岸
施
設
に
対
応
す
る
た
め
の
調

査
や
強
化
工
事
な
ど
を
行
う
緊
急

事
業
が
創
設
さ
れ
る
。

２
�
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

先
の
第
１
６
８
回
臨
時
国
会
に

お
い
て
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
の
改
正
法
が
成
立
、
昨
年
１１
月

１４
日
に
施
行
さ
れ
た
。

今
改
正
に
よ
り
支
給
上
限
額
３

０
０
万
円
は
維
持
し
た
う
え
で
、

被
災
し
た
住
宅
の
解
体
撤
去
な
ど

に
限
ら
れ
て
い
た
支
給
要
件
に
つ

い
て
、
住
宅
本
体
の
再
建
費
用
へ

の
適
用
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
支
給
に
係
る
年
齢
・
年

収
要
件
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

特
例
と
し
て
１９
年
中
に
発
生
し
た

特
定
４
災
害
で
あ
る
�
能
登
半
島

地
震
�
新
潟
県
中
越
沖
地
震
�
台

風
１１
号
な
ど
に
よ
る
豪
雨
災
害
�

台
風
１２
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
―
―

へ
の
遡
及
適
用
が
認
め
ら
れ
る
な

ど
大
幅
な
制
度
拡
充
が
図
ら
れ

た
。一

方
、
減
災
対
策
と
し
て
、
大

規
模
地
震
時
の
住
宅
・
建
築
物
の

倒
壊
に
よ
る
人
的
・
経
済
的
被
害

の
軽
減
の
た
め
、
住
宅
・
建
築
物

の
耐
震
化
に
係
る
助
成
に
つ
い
て

地
域
要
件
や
建
物
要
件
の
緩
和
・

撤
廃
、
助
成
額
の
拡
充
が
行
わ
れ

る
。

３
�
都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

地
域
の
中
核
を
担
う
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
対
し
て
は
、
暮
ら

し
・
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
等
の
拡
充
に
よ
り

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
取

り
組
み
に
支
援
が
行
わ
れ
る
。

下
水
道
事
業
で
は
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
下
水
道
整
備
に
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
特
例
措
置
の
延

伸
を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
力
の

弱
い
中
小
市
町
村
の
下
水
道
整
備

を
促
進
す
る
た
め
、
補
助
対
象
範

囲
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。

集
中
豪
雨
に
対
し
て
は
、
効
率

的
な
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
下

水
道
を
活
用
し
た
総
合
的
な
都
市

浸
水
対
策
が
推
進
さ
れ
る
。

都
市
公
園
事
業
で
は
、
防
災
公

園
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
避

難
所
・
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
す

る
都
市
公
園
の
補
助
要
件
が
拡
充

さ
れ
る
。

４
�
観
光
立
国
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
観
光
圏
・
広
域
観
光
圏
の

形
成
支
援
等
に
よ
る
国
際
競
争
力

の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
産

業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
事

業
、
観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
人

材
の
育
成
な
ど
が
強
化
さ
れ
る
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
」
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、

新
た
に
観
光
庁
を
設
置
し
、
国
際

観
光
推
進
や
観
光
地
振
興
な
ど
の

中
核
的
な
業
務
を
担
い
つ
つ
、
各

省
庁
の
施
策
の
一
層
の
連
携
を
促

す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（
担
当
・
建
設
運
輸
委
員
会
）

１９年度

本本

会会

委委
員員
会会

活活
動動
結結
果果
のの
概概
要要

�

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�
藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）
の

地
方
財
政
、
地
方
行
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、
建
設
運
輸
の
各
委

員
会
の
平
成
１９
年
度
要
望
活
動
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
今
号
か

ら
順
次
掲
載
す
る
。

（３） 平成２０年３月５日 第１６８１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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４
月
１８
日
か
ら
５
月
１１
日
に
か

け
て
、
お
菓
子
の
祭
典
「
全
国
菓

子
大
博
覧
会
・
兵
庫
」
が
姫
路
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
菓
子
博

は
、
明
治
４４
年
に
東
京
・
赤
坂
溜

池
で
第
１
回
帝
国
菓
子
飴
大
品
評

会
が
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
ほ
ぼ
４
年
お
き
に
全
国
各
地

で
開
か
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
で

約
１
０
０
年
を
迎
え
る
歴
史
と
由

緒
あ
る
博
覧
会
で
す
。

今
回
で
２５
回
目
と
な
る
菓
子
博

は
、
会
場
を
姫
路
城
の
麓
に
設
営

し
、
「
姫
路
菓
子
博
２
０
０
８
」

と
銘
打
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

場
か
ら
仰
ぎ
見
る
市
の
シ
ン
ボ
ル

姫
路
城
は
、
完
成
し
て
か
ら
今
年

で
４
０
０
年
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
か
ら
１５
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
年
に

開
催
さ
れ
る
、
菓
子
博
で
の
最
大

の
見
ど
こ
ろ
は
、
す
べ
て
お
菓
子

で
作
ら
れ
た
和
・
洋
工
芸
菓
子
の

「
姫
路
城
」
で
す
。
こ
の
姫
路
城

は
高
さ
１
・
７
ｍ
、
幅
５
・
３
ｍ
、

奥
行
き
４
・
３
ｍ
の
規
模
を
誇

り
、
約
２
０
０
人
の
大
名
行
列
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
例

の
な
い
、
日
本
最
大
級
の
工
芸
菓

子
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
情
豊
か
な
大
名
行
列
や
１
本

１
本
手
作
り
し
た
４
万
本
の
松

葉
、
実
物
を
何
度
も
観
察
し
て
作

っ
た
白
鷺
な
ど
、
細
部
ま
で
徹
底

的
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
職
人
技
が

見
も
の
で
す
。
会
場
で
皆
様
に
お

目
見
え
す
る
の
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
会
場
に
は
、
全
国
の

和
洋
菓
子
職
人
に
よ
る
工
芸
菓
子

を
展
示
。
工
芸
菓
子
は
自
然
風
物

を
写
実
的
、
立
体
的
、
絵
画
的
に

表
現
し
た
お
菓
子
の
芸
術
品
で

す
。
お
菓
子
を
作
る
す
べ
て
の
技

術
を
駆
使
し
て
仕
上
げ
ら
れ
、
菓

匠
の
腕
の
見
せ
所
と
な
り
ま
す
。

こ
の
菓
子
博
で
は
、
出
品
さ
れ

た
お
菓
子
の
中
か
ら
名
誉
総
裁

賞
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
農
林
水

産
大
臣
賞
な
ど
の
賞
が
選
ば
れ
授

与
さ
れ
ま
す
。
街
の
お
菓
子
屋
さ

ん
に
飾
ら
れ
て
い
る
賞
状

は
こ
の
博
覧
会
に
よ
る
も

の
で
、
菓
子
業
界
の
中
で

も
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

菓
子
博
の
会
場
は
３
つ

の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
、

お
菓
子
め
ぐ
り
館
、
テ
ー

マ
館
、
夢
の
お
菓
子
ラ
ン

ド
な
ど
各
種
パ
ビ
リ
オ
ン

を
設
置
。
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
お

菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
多
数
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
お
菓
子
の
展
示
・
販
売

を
は
じ
め
、
菓
子
職
人
に
よ
る
実

演
も
あ
り
試
食
や
お
菓
子
作
り
の

体
験
も
楽
し
め
ま
す
。

お
菓
子
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
も

の
や
情
報
が
一
堂
に
会
す
る
菓
子

博
で
は
、
兵
庫
・
姫
路
の
銘
菓
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
全
国
、
世
界
か

ら
の
お
菓
子
が
大
集
合
し
ま
す
。

皆
さ
ま
も
、
ス
イ
ー
ツ
な
春
の

風
と
香
り
に
包
ま
れ
た
姫
路
城

を
、
そ
の
五
感
で
体
感
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市町村アカデミーでは、市議会議員の皆様を対象として、自治体
が直面している重要課題や時局の話題を取り上げる宿泊型特別セミ
ナーを毎年２回開催しております。
今回は、「これからの自治、分権、議会」などについて、それぞれ

の分野でご活躍されている講師の皆様によるご講演です。
多くの皆様方のご参加をお待ち申し上げます。

◆日 時：平成２０年４月２１日（月）１３：００～２２日（火）１２：３０
４月２１日 講演
１３：３０～１５：００「これからの自治、分権、議会」

東京大学名誉教授 大森 彌 氏
１５：１５～１６：４５「日本政治の展望」

政治コラムニスト
早稲田大学大学院公共経営研究科教授 田勢康弘 氏

４月２２日 講演
９：３０～１０：５０「医師不足と地域医療の確保」

自治医科大学地域医療学センター教授 梶井英治 氏
１１：０５～１２：２５「地域資源のブランド戦略」

�ブランド総合研究所代表取締役社長 田中章雄 氏
※講演の内容等は、一部変更になる場合がございます。

◆場 所：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
（千葉市美浜区浜田１丁目１番）

◆申込期限：平成２０年３月１９日（水）
◆申込方法：参加申込書（市町村アカデミーのホームページからダ

ウンロードできます）を、郵送又は FAXして下さい。
◆参 加 費：１０，０００円（宿泊費、食費、資料費等を含む）
◆決定通知：申込書受理後、決定通知に併せて必要な資料を送付い

たします。

◆申込・照会先：〒２６１－００２５ 千葉市美浜区浜田１丁目１番
◆担 当：鈴木・礒野 �０４３－２７６－３１２６（研修部）

ＦＡＸ０４３－２７６－８４８４

ホームページ http : //www.jamp.gr.jp

４／１８～５／１１

姫路菓子博２００８
姫路市（兵庫県）

市 政

ニュース

市町村アカデミー主催

「「市市議議会会議議員員特特別別セセミミナナーー」」開開催催
平成２０年度第１回
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一
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